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1 ．はじめに
　今回海外臨床実習という素晴らしい機会をあたえてくださった，小児科の市田先生をはじめとする，この
海外臨床実習にご尽力された先生方に感謝の意を表します。
2 ．海外臨床実習を希望した理由
　今回このような機会に恵まれたのは，同級生で友人である平田さんからの一通のメールでした。「えりちゃ
ん，海外臨床実習いってみない？」の一言に思わず飛びついたことを今でも覚えています。第一外科からド
イツやフランスに行く子たちが決まっていること，彼らが着実に準備を進めている夏明けの時期だったの
で，まさかこのようなチャンスが私のもとにくるなんて!と，その日家に帰ってすぐ母に相談し，許可をも
らいました。また，私の生まれがNYであったこと（ 3 歳までしかいませんでしたので，リスニングにしか
自信はありませんでしたが。），年に 4 回も海外旅行をするくらい海外が大好き!であったこと，が大きかっ
たと思います。学生の間に，アメリカの医療現場を垣間見ることができるなんてなんてラッキーなんだとと
ても興奮しました。
3 ．実習までの準備
　小児科からの紹介先が決定し，同行者の平田さんと，何日に出発し何日に帰ってくるか，前後でどこかに
旅行をするかなどを事前にしっかりと話し合いました。（同行者がいる場合はここが合っていないと後から
辛いと思います。）　また，Rady Children’s HospitalのCardiologyの事務の方や受け入れてくださるJaneと
直接連絡を取り，実習内容の把握やどのような街なのか，交通手段はどのようにしたらよいかなどを話し合
いました。女性二人ということもあり，安全面には細心の注意を払いました。
・ 航空券を取るとき:現地到着時間が夕方から深夜にならないようにする。その時間しか都合がつかない場
合は，現地の人に必ずお迎えを頼む。
・ 滞在先を決めるとき:日本人のスタッフが滞在している場所にする。24時間フロントに人がいて，かつ全
館オートロックであるところ。近くに大型スーパーのあるところ。
・ 交通手段;国際運転免許を作成しレンタカーをするという手もありましたが，私たちは海外での運転に自
信がなかったため，バスを利用することにしました。
・ 必要書類:向こうの先生や事務の方が丁寧に連絡をしてくださり，指示に従うだけでいいですが，仕事が
遅いことも多々あるので，催促するなど円滑に進めたらよいと思います。
4 ．滞在先について
　SanDiegoはみなさんご存じの通り，アメリカ合衆国カリフォルニア州にある都市。アメリカ西海岸有数
の世界都市であり，州内ではロサンゼルスに次いで人口が多いところです。サンディエゴはファイタータウ
ンと呼ばれ，映画「トップガン」の舞台になったように，基地の街でもあります。海軍や海兵隊の基地が数
多くあり，アメリカ太平洋艦隊の基地が設置されています。（たくさん観光してきてください!）　そのせい
か，リベラルと言われるカリフォルニア州の中では保守的と言われています。私たちが滞在したホテルは
Hillcrestという場所でいわゆる街中でした。また病院はそこから車でHighwayを用いて40分ほどにある
Mesaというところにありました。HillcrestのちかくのFashion Vallyというところでは 大 型 モールもあり，
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実習が早く終わった日には映画を見たりショッピングをしたりして過ごせました。Hillcrestにはおいしいレ
ストランが多数，さらにオーガニックスーパーもあり食べ物にこまることはありませんでした。（日本食が
恋しくなったら，病院の近くに『にじや』という日本のスーパーもあります。日本のにおいがします。）　
私たちが滞在したStudio819の近くには，飲みに行くところもたくさんあり，平田さんも私もワインが大好
きなので週に何回か飲みにでかけることができました。（女性ひとりで行かれる方はやめた方がいいと思い
ます。）
5 ．実習内容について
・ 川崎ラボミーティング:これはUCSDにて毎週月曜日に行われます。受け入れ先の教授が川崎病の研究をさ
れていて，そちらの研究室で行われます。英語がハイレベルなため聞き取れないこともありましたが，ス
ライドも出ますし，十分に理解はできる範囲だと思います。
・ レジデントセミナー :病院にて開催される，若手ドクターや学生向けに行われる身にレクチャーです。内
容は心臓移植のものから私たちが大学三年生の時に学習する内分泌の話までレベルも分野も多岐にわたり
ます。ランチも出ますし，UCSDから実習に来ている学生とも仲良くなるチャンスはあると思います。
・ カテーテルラボ:一日に多いときは 3 件カテーテル治療や検査が行われています。向こうでは看護婦さん
がドクターと同じくらい知識があるので，機械をメインで捜査していない看護婦さんを見つけてどんどん
質問をしましょう。とても気さくな方ばかりだったのでたくさん話が聞けます。
・ MRI検査:心臓のMRIを撮影しているところを見学させていただきました。先生にくっついてひたすらそ
の病気についての説明を受けるという形です。先生もなんでもこたえてくださります。
・ 川崎病外来&病棟実習:この病院の臨床実習のメインとなるものです。患者の入院期間が短いということも
あり，土日でも患者が来たら連絡をしていただき見学をさせていただきます。こちらは日本の実習とあま
り変わりはないと思います。自分の聴診器で診察をさせていただくこともできました。川崎病は国家試験
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でも頻出なのでしっかり勉強させていただきました。実際川崎病の患者さんを診る機会が学校ではなかっ
たのでこの時の経験はほんとうにありがたいです。
・ オペ:事務の人にオペが見たいんだと話をしておくと，オペのある日に呼ばれ，患者の保護者，執刀医の
許可で見学をさせていただけました。（今回は川崎病がメインだったので，主にオペを見たいかたはほか
の診療科から行かせてもらうのをおすすめします。）
6 ．実習の感想
　帰国子女だということを甘えに，英語の勉強を全くしていきませんでしたが，医学英語となるとある程度
の単語を知らないとお話にならない状況でしたので，現地で聞きながらでもいいと思いますが，英語のお勉
強は必須であるということを肝に銘じた方がいいです。また人種によって訛りがあり，この先生だったら聞
き取れるのに，この先生の言っていることはさっぱりわからない!ということもあります。もちろん。それに，
英語を聞き取った上で，あなたはこの患者さんに対してどのような検査を次に行ったらいいと思う？とい
う，富山大学での日本語の臨床実習でもすらすら答えられないような質問もきます。私はとんちんかんな返
事をして，あとから調べて顔から火が出る思いをしたこともありました。さらに，先生方で行われるカン
ファレンスは，スーパー早口なので，聞き取れないこともしばしば。たまにジョークが分かってうれしいで
すが，早口なのと，白熱したカンファの気迫に圧倒されて，午前中から疲れてしまうなんてことも。そうで
す。英語が聞き取れないと始まりません。。。なんてことはないです! 4 週間の滞在中にめきめき英語力は伸
びますし，日々自分が成長していることも感じられます。ただ，日常会話をすらすらできるレベルの英会話
能力がないと少し辛い思いをするかもしれません。
7 ． 4 週間を終えて
　まず，受け入れてくださったJane，毎週末どこかしらに連れ出してくださった清水先生，沼野先生（日本
人の先生が二人もいたのでとてもラッキーでした）には大変感謝しております。また一緒に行ってくれた平
田さんが， 4 週間一度も喧嘩をせずに（平田さんが我慢していたのかも，しれませんが）頑固で声が大きく
てお酒が大好きな私とともに頑張ってくれたことは今後一生の思い出になると思います。ほんとにありがと
う。何がおいしかったか，何が楽しかったか，どこに行ったのか，何を見てきたのか，何を得てきたのか，
これを読んでくださってる方は，きっとまだまだ聞きたいことがあると思います。写真は3000枚以上撮りま
したし，観光も 5 か所以上行きましたし，お土産もスーツケース 3 つ分にもなりました。もちろん出発前の
私も，国家試験前に 1 か月も海外に行ってきて大丈夫かしら，と不安になることもありました。でも!行っ
てください。ここまで読んでくださっているかたは絶対に向いています。そして，私が言葉にしなかったこ
と，言葉にできなかったことをぜひ，現地で感じてきてください。ありきたりですが，行ってみないとわか
らない。これにつきます。ハプニングもありました，二人で泣くこともありました，でも，行ってよかった。
今後このような経験は今，学生のうちにしかできないと思います。現地で友達になったメキシコ人（現在も
交流があります）からは，学年からそんなに海外に行けるなんてなかなかないよ!と言われました。やっぱ
りこのような取り組みは世界でも少ないのではないかと思いました。安全にだけは気を付けて，楽しんでき
てください。最後までお付き合いありがとうございました。
